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JA みやざき早期米仮渡し 

コシ 3期 1万 7千円 

  

宮崎県内1農協の JA みやざき（宮崎市）はこのほど、令和 8年産の早期米生産者仮渡し価格を

決定した。１期のコシヒカリ価格（JA米の玄米 60㌔当たり１等税込み）は 1万 8000 円で、前年の

１期価格からは 1万 4600 円の引き下げとなった。 

 

昨年のコシは２期設定だったが、今年は３期に分けている。7 月 24 日（金）までの１期１等は１

万 8000円、2等は 300円安の１万 7,700 円。２〜３等差と３〜規格外差はともに 1020円。一

般米は一律300円ダウンとなる。 

 

２期の期間については、７月 25日（土）〜８月 15日（土）まで。１期より 600 円引き下げ、

JA米１等は１万7400 円。３期は８月16日（日）〜同月 31日（月）で、JA米１等は１万

7000 円となる。 

 

８月のお盆明け以降は他の早期米産地からもコシが出回り始めるため、３期の設定が生産者価格の

基準になってくる可能性がある。 

 

他のうるちでは、夏の笑みは、８月 31日までの設定で JA米の１等は１万6400円。前年からは１

万 5200円引き下げた。すべて一般米の扱いとなる多収穫米（ほしじるし、あきだわら、にじのきらめき）

は、同じく８月末までの設定で１等は１万 5800 円となった。 

 


